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2000年に,ア メ リ カ 心 臓 協 会(American
HeartAssociation:AHA)から,万 国 共通 の 救
命 処 置 に 関 す る ガ イ ドラ イ ン(ガ イ ドラ イ ン
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表1質 問内容
7月 の法改 正 に よ り,一 般市 民 に よるAEDの 使
用(PablicAccessDefibrillation:PAD)が可能
にな った。 これ を受 けて,G2000に基づ く救 命救
急 処置研修 が,日 本救急 医学会 や,日 本循環 器学
会 の認定 コースお よびAHA主 催 コース を中心 に,
一 次 救 命 処 置(Basiclifesupport:BLS)や二
次 救 命 処 置(Advancedcardiovascularlife
support:ACLS)の講 習 会 が全 国 的 な広 が りを
みせて い る。
歯科診療 においては,患 者 の全身状態 を観 察す
ることは もちろん,事 前準備 と して の問診や地域
医療機 関 との連携 な ど偶発 的事故 に対 す る予 防的
対応 が重 要で あ る。 しか し,歯 科治療 中の偶発症
特 に,局 所麻酔薬 に よるアナ フ ィラキ シーシ ョッ

















を 対 象 と し た 。
有 意 差 の 検 定 に は2×2ChiSquaretest,
Mann-WhitneyU-testを用 い,p<0.05を 有 意
と し た 。
結 果
調査 用 紙 の 回 収 率 は,1年 生100%,6年 生
80.6%であった。
1.緊 急事態の遭遇経験(表2)
「人 が倒 れた り,意 識喪 失 して い る場 面 に遭遇
した ことが あ ります か」 とい う質 問で は,1年 生
40%弱,6年 生 で は,50%弱 が"あ る"と 答 え,
遭遇 回数 の平均 は と もに約2回 で あ った。 「これ
か ら人が倒 れた り,意 識 喪失 してい る場面 に遭遇
す る ことは」 の質 問 に"あ る"と 答 えた者 は,1
年 生30%強 に対 し6年 生 約70%と 有意 に多 か っ
た。平均遭遇 予想回数 で は1年 生 と6年 生 に有意
差 は認 め られなか ったが,6年 生 の方 が多い傾 向
にあった。
2.緊 急事 態遭遇時 の対 応(表3)
「近 くで人 が倒 れ た り,意 識 喪失 した らど う し
たいですか」の質 問 に"助 けたい"と 答 えた者 は,
両学 年 と もに80%以 上 で あ った。助 け たい理 由
は,"命は大切 だか ら","見過 ごせ ないか ら","助
か るか も知 れ な いか ら",等 で あ った。 また,助
けない理 由 は,"下 手 な こ とは した くな い","危
ないか ら","救命技 術の あ る人がや った方が いい"
等で あった。
「実際 に近 くで人 が倒 れ た り意 識 を喪 失 した場
面 に遭遇 した らどう しますか」 で も"助 ける"と
答 えた者 は,両 学 年 と も80%前後 で あっ た。 助
けたい理 由 は,"見 て 見ぬ振 りは で きな い","人
の命 を助 け られ るか も しれ ないか ら","医療 従事
者 だか ら",等で あった。また,助けない理 由は,"知
識 が無い か ら","自信 が ないか ら","処置 をまち
が えそ うだか ら",等 で あった。
緊急事態遭遇時 の対応 につ いて は,質 問(1),(2)
の間で有意差が認 め られ た。
3.救 急救命用語 の認知度(表4)
各用語(BLS,ACLS,AED,フ ェイス
マス ク,ポ ケ ッ トマ スク)の 認知 について"知 っ
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ため,呼 吸 ・循環への配慮が必要である。 しかし,
配慮 していても患者が急変す る場合がある。 さら
に心肺停止後回復 した症例の60%は人工呼吸 と
心マ ッサージが行われていた一方,死 亡および後




近年,社 会 的にもAED使 用の関心 も高 まり,




















講率 は看護師63.4%であるのに対 して,歯 科医師





つれ,歯 科医師のみな らず歯科衛生士,歯 科技工

















本学附属病院では,AEDの 設置 に伴いよ り安
全で安心な病院をめ ざし,院 内のBLS/ACLS委
員会 を立 ち上げ,2005年に事務職員を含む全教職
員,臨 床研修 医,大 学院生 を対象 としたBLS-
AED講習会を開催 し,現在 も毎年実施 している。
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